
　
三
草
山
は
、
兵

庫
県
の
中
央
部
播

州
平
野
の
北
東
、

加
東
市
社
町
に

あ
っ
て
、
標
高
四

二
四
㍍
で
播
州
小

富
士
と
も
よ
ば
れ
、

県
民
に
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。
周
囲

に
は
東
条
湖
ラ
ン

ド
、
西
国
二
五
番

札
所
播
州
清
水
寺

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
三
草
山

麓
に
は
農
業
用
た
め
池
が
五
〇
以
上
も
散

在
し
、
こ
れ
ら
の
水
源
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
三
草
山
は
古
代
か
ら
、
播
州
と
丹
波

の
国
境
に
あ
っ
て
、
争
乱
の
際
に
は
こ
の

名
前
が
出
て
い
ま
す
。

　
平
家
物
語
に
記
載
さ
れ
て
い
る
源
平
争

乱
の
と
き
、
寿
永
三
年
（
一
一
八
四
年
）
平

家
追
討
の
命
を
受
け
た
源
義
経
は
、
神
戸

須
磨
の
一
ノ
谷
に
陣
を
構
え
る
平
家
を
目

指
し
、
京
か
ら
丹
波
を
経
て
当
地
に
迫
り

ま
す
。
こ
の
と
き
三
草
山
に
は
、
平
資
盛

ら
を
将
と
す
る
平
家
の
陣
が
あ
り
、
義
経

軍
と
対
峙
し
ま
す
。
こ
の
三
草
山
合
戦
で

義
経
軍
は
、
夜
襲
を
か
け
て
平
家
軍
を
一

蹴
し
ま
す
。
こ
の
後
義
経
は
、
主
力
を
明

石
方
面
か
ら
一
ノ
谷
に
向
か
わ
せ
る
と
と

も
に
、
義
経
は
わ
ず
か
な
兵
と
山
越
え
で

一
ノ
谷
へ
向
か
い
、
鵯
越
の
逆
さ
落
と
し

を
敢
行
し
て
、
一
ノ
谷
の
戦
い
に
勝
利
を

お
さ
め
ま
す
。

　
ま
た
、
室
町
時
代
に
は
、
嘉
吉
の
乱
後

の
一
四
四
四
年
、
赤
松
家
を
再
興
し
た
赤

松
満
政
が
山
頂
に
城
を
築
き
、
山
名
軍
に

対
し
挙
兵
し
ま
し
た
。
赤
松
満
政
は
、
三

草
山
城
に
立
て
籠
も
っ
て
山
名
の
軍
勢
と

戦
い
破
れ
て
い
ま
す
。
山
頂
の
三
草
山
城

の
跡
は
狭
い
な
が
ら
も
広
場
（
民
有
介
在

地
）
が
残
っ
て
お
り
、
三
草
山
城
跡
の
石

碑
が
あ
り
、
尾
根
の
随
所
に
砦
跡
な
ど
を

連
想
さ
せ
る
石
積

や
土
塁
も
残
っ
て

お
り
、
歴
史
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
ま

す
。

　
三
草
山
の
頂
上

か
ら
は
、
播
州
平

野
が
一
望
で
き
、

六
甲
の
山
並
み
や

瀬
戸
内
海
、
明
石

海
峡
大
橋
・
淡
路

島
ま
で
見
渡
せ
ま

す
。
国
有
林
と
し
て
の
三
草
山
は
、
主
峰

か
ら
西
部
・
北
部
と
国
道
三
七
二
号
線
を

挟
む
西
側
も
含
め
た
、
千
㌶
を
三
草
山
国

有
林
と
し
て
い
ま
す
が
、
一
般
に
は
主
峰

を
中
心
に
二
つ
の
林
班
と
南
東
尾
根
に
隣

接
す
る
朝
光
山
国
有
林
を
併
せ
た
約
四
百

㌶
を
三
草
山
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
一
帯
は

県
立
公
園
や
ひ
ょ
う
ご
文
化
百
選
の
指
定

を
受
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
有
林
で
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
森
に
指
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
か
ら
地
元
加
東
市
で
は
、
登
山
者

や
ハ
イ
カ
ー
に
安
全
の
た
め
登
山
歩
道
、

案
内
標
識
な
ど
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
管
理
経
営
面
で
の
三
草
山
国
有
林
は
、

面
積
約
千
㌶
、
う
ち
天
然
林
が
五
五
㌫
と

天
然
林
が
多
く
、
そ
の
多
く
は
針
広
混
交

林
で
す
が
、
地
質
は
花
崗
岩
質
で
、
褐
色

森
林
土
で
あ
り
、
尾
根
筋
は
岩
石
が
露
出
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し
て
い
る
状
態
で
、
樹
木
の
生
育
は
劣
っ

て
い
ま
す
。

　
森
林
の
機
能
類
型
は
、
水
土
保
全
林
が

も

り

七
五
㌫
、
森
林
と
人
と
の
共
生
林
が
二
五

㌫
、
資
源
の
循
環
利
用
林
が
〇
㌫
と
な
っ

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
国
土
保
全
タ
イ
プ
と

森
林
空
間
利
用
タ
イ
プ
に
指
定
し
、
公
益

的
機
能
を
重
視
し
た
森
林
と
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
全
山
が
保
安
林
（
土
砂
流
出
防

備
）
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
下
流
地
域
に

対
す
る
保
全
機
能
を
高
め
る
施
業
を
旨
と

し
た
管
理
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

三
草
山
国
有
林
は
、
第
二
次
国
有
林
野
事

業
施
業
実
施
計
画
で
は
、
主
・
間
伐
共
に

指
定
は
な
く
、
事

業
の
計
画
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
こ

れ
か
ら
も
加
東

市
民
を
始
め
、
県

民
に
親
し
ま
れ

る
三
草
山
国
有

林
と
し
て
管
理

し
て
い
き
ま
す
。
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三
草
神
社
の
鳥
居

整
備
さ
れ
た
歩
道

三
草
山

山頂から播州平野を眺望

昭
和
池
と
三
草
山


